
社
会
の
変
化
と
児
童
数
の
減
少

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
の
普
及
な

ど
、
社
会
の
仕
組
み
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変

化
し
て
い
く
昨
今
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
を

生
き
て
い
く
子
ど
も
た
ち
に
は
、
そ
の
変

化
を
前
向
き
に
受
け
止
め
、
主
体
的
に
学

ん
で
い
く
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
仲
間
と
協
働
す
る
能
力
な
ど
、
実
社

会
に
出
て
か
ら
こ
そ
発
揮
で
き
る
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
に
と
も
な
う
児
童
数

の
減
少
は
、教
育
行
政
に
も
大
き
く
影
響
。

町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
ふ
さ
わ

し
い
教
育
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
町
で
は
、
将
来

を
担
う
児
童
全
員
に
学
び
の
充
実
と
教
育

レ
ベ
ル
の
公
平
性
を
保
障
し
、
適
正
な
規

模
の
学
習
機
会
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

小
学
校
統
合
へ
向
け
た
動
き

　
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
31
年
２
月
か

ら
こ
れ
ま
で
３
回
に
わ
た
り
、
教
育
懇
談

会
を
開
催
。
そ
の
ほ
か
、
小
学
校
の
統
廃

合
に
関
わ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
通

し
て
、
小
学
校
区
ご
と
に
、
保
護
者
や
地

域
の
皆
さ
ん
、
入
学
前
の
認
定
こ
ど
も
園

め
ご
た
ま
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
今
後

の
小
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
意
見
を

伺
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
町
長
を
交
え
た
総
合
教
育
会

議
な
ど
に
お
い
て
も
入
念
に
検
討
。
そ
の

結
果
、
統
廃
合
の
時
期
な
ど
に
つ
い
て
意

見
が
ま
と
ま
り
、
町
議
会
に
報
告
す
る
と

と
も
に
、
11
月
に
各
小
学
校
区
で
開
催
し

た
教
育
懇
談
会
で
、
そ
の
方
針
を
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年

２
月
27
日
の
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
令

和
４
年
４
月
１
日
を
も
っ
て
小
学
校
を
統

廃
合
し
、
明
安
小
学
校
と
有
屋
小
学
校
が

金
山
小
学
校
に
編
入
す
る
形
で
進
め
る
こ

と
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

金
山
ら
し
い
小
学
校
を
目
指
し
て

　
３
月
24
日
に
は
、
小
学
校
統
廃
合
準
備

委
員
会
を
設
置
。
委
員
は
学
校
関
係
者
や

地
域
の
方
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
様
々
な
角

度
か
ら
、
統
廃
合
の
内
容
が
検
討
さ
れ
て

い
き
ま
す
。
学
習
環
境
や
通
学
手
段
、
さ

ら
に
は
明
安
小
の
子
ど
も
歌
舞
伎
と
有
屋

小
の
少
年
番
楽
の
継
承
、
ス
ポ
少
運
営
な

ど
、
解
決
す
べ
き
課
題
は
た
く
さ
ん
。
準

備
委
員
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
方
か
ら
ご

意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
広
報
な
ど
で
検

討
事
項
を
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。

　
統
廃
合
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
児
童
や
保
護
者
の

皆
さ
ん
、
地
域
の
不
安
が
解
消
さ
れ
、
ス

ム
ー
ズ
か
つ
金
山
ら
し
い
形
で
統
廃
合
が

進
む
よ
う
に
、多
く
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

丁
寧
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ町教育委員会からお知らせ

令
和
４
年
春

町
内
小
学
校
が
ひ
と
つ
に

少
子
化
が
進
む
現
代
に
お
い
て
、
金
山
町
の
児
童
数
も
年
々
減
少
。

教
育
を
取
り
巻
く
環
境
が
、
日
々
刻
々
と
変
化
す
る
中
で
、

児
童
全
員
に
適
正
な
規
模
の
学
習
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
は
町
の
使
命
。

金
山
ら
し
い
カ
タ
チ
を
模
索
し
な
が
ら
、
統
合
へ
と
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　令和元年12月に、小学校
の統廃合に関わるアンケート
調査を実施しました。
【対象】
全世帯（町内３小学校区の保
護者・住民）
【内容】
小学校統合に関するご意見な
どを自由記述式

●子どもたちのことを第一に考え、統合に向けて進んでいってほしい。
●町全体でうまく連携して、子どもたちが過ごしやすい小学校になってくれたらよい。
●統合に関して、決まったことや検討中のことでも広報に載せるなどして、知らせてほしい。
●小学校の統合は賛成だが、仲間はずれやいじめなどないことを望む。
●大きな学校に吸収されるような形だと、今までのすべてがなくなってしまうようで寂しい気がする。
３つの小学校が一緒になり新しい小学校としてスタートしてほしい。
●今現在行われている地域と小学校との連携している取り組みはどのような体制で行うのか。
●各小学校の良き点、伝統が上手く守られる様な形になってほしいと考える。
●小学校の統合は金山町が一番遅れている問題の一つであり、やっと統合になるとホッとしている。

＼多い意見を抜粋して紹介／

「小小交流事業」を通
して、町の児童らは学
校間を越えた交流を
図っています。

アンケート
結果を
公表します

11月13日に有屋小学校で開催された教育懇談会の様子

　小学校の統合まであと２年。小学校１校・
中学校１校となるため、当然のことながら、
小・中一貫教育を目指していくことになりま
す。この２年間で、これからの町の教育をど
のように進めていくのかを、しっかりと計画
し、準備していかなければなりません。
　現状から大きな２つの課題が挙げられま
す。１つは、不登校等の課題を抱える児童生
徒が増えていること。これまでのような個々
の状況を踏まえた対応だけでなく、子どもた
ちが来たくなるような学校のあり方を探って
いく必要があると考えます。
　２つめは、全国学力学習状況調査結果がこ
こ数年全国平均を下回る状況が続いているこ
とです。学校としては、授業づくりや家庭学
習の充実のために懸命に取り組んできました
が、目に見える成果は上がっていません。こ
れまで以上に、小・中の一貫した取り組みが
求められていると言えます。
　このような現状を踏まえ、小学校の統合に
向けた動きに合わせて、今後の教育のあり方
について議論し、課題解決に取り組んでいか
なければなりません。そこで掲げた２つの柱
は「魅力ある学校づくり」と「学力向上」。
町の教育に携わる者が一致団結して進めてい
きたいと考えています。

「魅力ある学校づくり」と
「学力向上」を取り組みの柱に

須
藤  

信
一  

金
山
町
教
育
長

し
ん
い
ち

【児童数の推移（令和元年10月１日現在）】

１年

２年

３年

４年

５年

６年

計

H31

32

33

29

24

26

36

180

R２

24

31

33

28

24

26

166

R３

30

24

31

33

28

24

170

R４

38

38

31

39

39

40

225

R５

33

38

38

31

39

39

218

R６

33

33

38

38

31

39

212

R７

25

33

33

38

38

31

198

■金山小学校

H31

4

5

6

2

5

7

29

R２

6

4

5

6

2

5

28

R３

4

6

4

5

6

2

27

■明安小学校

H31

4

1

6

10

4

8

33

R２

1

4

1

6

10

4

26

R３

4

1

4

1

6

10

26

■有屋小学校


